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訳
者
ま
え
が
き

　

本
書
は
二
〇
一
五
年
、
九
〇
歳
で
亡
く
な
っ
た
ハ
ワ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
先
生
が
二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
著
書

（Therapy w
ith Cultured Cells

）
の
翻
訳
で
あ
る
。

　

本
書
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
先
生
は
世
界
で
最
初
に
培
養
細
胞
を
用
い
て
ヒ
ト

臨
床
を
行
っ
た
、
い
わ
ば
再
生
医
療
の
父
で
あ
る
と
と
も
に
、
細
胞
生
物
学
の
父
で
も
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
先
生
の
基

礎
生
命
科
学
と
し
て
の
細
胞
生
物
学
に
お
け
る
貢
献
は
大
き
過
ぎ
て
、
枚
挙
に
暇い
と
まが
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
だ
が
、
本

書
で
は
３
Ｔ
３
細
胞
株
の
誕
生
の
経
緯
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
３
Ｔ
３
細
胞
株
は
、
分
子
生
物
学
の
実
験
で
、

も
っ
と
も
多
用
さ
れ
て
き
た
細
胞
株
で
あ
り
、
こ
れ
を
用
い
た
上
皮
細
胞
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
レ
イ
ヤ
ー
法
は
現
在
の
Ｅ

Ｓ
細
胞
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
標
準
的
な
培
養
法
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
グ
リ
ー
ン
先
生
の
現
代
生
命
科
学
に
お
け
る
貢
献
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
多
数
あ
り
、
も
う
少
し

長
生
き
で
き
れ
ば
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
は
間
違
い
な
い
と
訳
者
は
確
信
し
て
い
た
の
だ
が
、
残
念
で
あ
る
。
訳
者
は
、

グ
リ
ー
ン
先
生
の
生
前
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
先
生
の
オ
フ
ィ
ス
で
の
会
見
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
度
か
お
会
い
し

て
じ
っ
く
り
お
話
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
生
は
科
学
的
洞
察

は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
よ
う
な
話
題
に
お
い
て
も
的
確
な
ご
意
見
を
表
明
さ
れ
、
月
並
み
な
表
現
で
あ
る
が
、
大
変
頭

の
よ
い
方
で
あ
る
と
の
印
象
を
も
つ
と
と
も
に
大
変
素
晴
ら
し
い
お
人
柄
に
敬
服
し
た
。
事
実
、
本
書
に
も
記
載
が

コ
ロ
ナ
社
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あ
る
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
先
生
の
研
究
室
で
の
研
究
経
験
を
も
つ
世
界
中
の
多
数
の
研
究
者
が
、
上
皮
細
胞
の
基
礎

研
究
と
再
生
医
療
を
牽
引
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

訳
者
は
、
再
生
医
療
、
上
皮
の
細
胞
生
物
学
に
興
味
を
お
も
ち
の
日
本
の
読
者
に
よ
り
読
み
や
す
い
訳
書
を
提
供

す
る
こ
と
は
、
日
本
の
再
生
医
療
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
、
翻
訳
の
労
を
と
っ
た
。
本
書
は
末

尾
に
網
羅
的
か
つ
膨
大
な
引
用
文
献
の
リ
ス
ト
を
有
し
て
い
る
。
本
文
を
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

気
に
な
っ
た
箇
所
で
は
引
用
文
献
に
直
接
あ
た
っ
て
、
よ
り
深
い
理
解
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
す
べ
て
の
読

者
が
知
的
興
奮
と
と
も
に
本
訳
書
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

二
〇
一
七
年
一
二
月

大
和　

雅
之

コ
ロ
ナ
社
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ま
え
が
き

　

三
〇
年
以
上
も
前
に
、
私
の
研
究
室
で
培
養
細
胞
を
用
い
た
人
の
治
療
が
誕
生
し
て
か
ら
、
私
は
細
胞
治
療
の
領

域
の
研
究
一
筋
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ
以
来
、
細
胞
治
療
は
人
々
の
関
心
を
集
め
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
日
本
、
韓
国
の
研
究
者
た
ち
が
こ
の
領
域
の
研
究
に
参
入
し
て
き
た
。
産
業

か
ら
も
細
胞
治
療
に
参
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
本
書
で
、
細
胞
培
養
の
黎
明
期
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
治

療
に
用
い
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
培
養
細
胞
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
う
。
非
常
に
多
数
の
患
者
が
治
療
を
受

け
、
得
ら
れ
た
結
果
は
良
好
で
あ
っ
た
。

　

私
は
ま
た
、
胚

（
１
）

性
幹
細
胞
に
関
す
る
記
述
と
、
胚
性
幹
細
胞
由
来
の
体
細
胞
を
人
の
治
療
に
用
い
る
前
に
解
決
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
問
題
に
つ
い
て
も
こ
の
本
に
含
め
よ
う
と
思
う
。

訳
注（

１
）
胚
性
幹
細
胞
：
本
書
の
原
書
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
出
版
社
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
。
本
書

の
執
筆
当
時
、
著
者
の
グ
リ
ー
ン
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
教
授
職
に
あ
り
、
米
国
東
海
岸
ボ
ス
ト
ン

コ
ロ
ナ
社
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在
住
で
あ
っ
た
。

	

　

当
時
米
国
で
は
胚
性
幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）
を
細
胞
ソ
ー
ス
と
し
た
再
生
医
療
の
可
能
性
に
多
く

の
研
究
者
と
産
業
、
国
民
が
熱
狂
し
て
い
た
。
日
本
で
は
こ
れ
に
少
し
遅
れ
て
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
細
胞

ソ
ー
ス
と
し
た
再
生
医
療
の
可
能
性
に
多
く
の
熱
狂
が
生
じ
る
が
、
著
者
の
グ
リ
ー
ン
は
こ
れ
ら
の

多
能
性
幹
細
胞
に
固
有
の
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
解
説
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
な
い
。
卓
越
し
た

細
胞
生
物
学
者
な
ら
で
は
の
指
摘
で
あ
り
、
傾
聴
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
社
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1
　
細
胞
培
養
の
黎
明
期

　

一
九
世
紀
初
頭
以
来
、
科
学
の
世
界
に
と
っ
て
、
培
養
下
に
あ
る
微
生
物
の
研
究
は
旧
知
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
動
物
の
細
胞
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
細
胞
を
動
物
の
個
体
か
ら
単
離
し
、
試
験
管
の
中
で
生
か
し
続
け
る

必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
組

（
２
）

織
培
養
が
発
明
さ
れ
た
二
〇
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
線
上

の
研
究
が
、
最
終
的
に
、
数
々
の
発
見
を
生
物
学
と
医
学
の
領
域
に
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
今
で
は
動
物
細
胞

の
培
養
の
役
割
は
増
加
し
続
け
て
い
る
。

外
植
片
培
養

　

最
初
に
詳
述
さ
れ
た
試
験
管
内
で
の
動
物
組
織
の
培
養
の
記
録
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
ロ
ス
・
グ

ラ
ン
ビ
ル
・
ハ
リ
ソ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
蛙
の
胎
児
の
組
織
が
外

（
３
）

植
片
培
養
に
お
い
て
正
常
に
成
長
す
る

コ
ロ
ナ
社



1　細胞培養の黎明期

1

1
　
細
胞
培
養
の
黎
明
期

　

一
九
世
紀
初
頭
以
来
、
科
学
の
世
界
に
と
っ
て
、
培
養
下
に
あ
る
微
生
物
の
研
究
は
旧
知
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
動
物
の
細
胞
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
細
胞
を
動
物
の
個
体
か
ら
単
離
し
、
試
験
管
の
中
で
生
か
し
続
け
る

必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
組

（
２
）

織
培
養
が
発
明
さ
れ
た
二
〇
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
線
上

の
研
究
が
、
最
終
的
に
、
数
々
の
発
見
を
生
物
学
と
医
学
の
領
域
に
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
今
で
は
動
物
細
胞

の
培
養
の
役
割
は
増
加
し
続
け
て
い
る
。

外
植
片
培
養

　

最
初
に
詳
述
さ
れ
た
試
験
管
内
で
の
動
物
組
織
の
培
養
の
記
録
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
ロ
ス
・
グ

ラ
ン
ビ
ル
・
ハ
リ
ソ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
蛙
の
胎
児
の
組
織
が
外

（
３
）

植
片
培
養
に
お
い
て
正
常
に
成
長
す
る

コ
ロ
ナ
社
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こ
と
を
示
し
た
（H

arrison et al., 1907

）。
一
九
一
〇
年
に
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
の
ア
レ
ク
シ
ス
・
カ

レ
ル
と
モ
ン
ト
ロ
ー
ズ
・
Ｔ
・
バ
ロ
ー
ズ
が
、
哺
乳
類
の
成
体
組
織
の
外
植
片
の
培
養
に
成
功
し
た
（Carrell and 

Burrow
s, 1910a; 1910b

）。

細
胞
培
養
へ
の
移
行

　

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
分
散
さ
せ
た
哺
乳
類
の
細
胞
の
最
初
の
継

（
４
）

代
培
養
が
報
告
さ
れ
た
（Rous and Jones, 

1916

）。
こ
れ
ら
の
研
究
者
た
ち
は
、
生
き
て
い
る
組
織
片
は
ト
リ
プ
シ
ン
を
用
い
て
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
結
果
で
き
る
細
胞
分
散
液
は
バ
ク
テ
リ
ア
の
よ
う
に
培
養
皿
に
播
種
し
、
少
な
く
と
も
二
回
は
継
代
で
き
る
こ

と
を
示
し
た
。

培
養
細
胞
の
栄
養
要
求
性

　

胎
児
抽
出
物
を
含
む
複
雑
な
培
地
の
利
用
を
不
要
と
す
る
た
め
に
、
培
養
細
胞
の
栄
養
要
求
性
を
決
定
す
る
こ
と

に
最
初
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
ま
で
に
、
長
い
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
（Eagle, 1955

）。
こ
の
目
的
の
た
め

に
、
イ
ー
グ
ル
は
、
マ
ウ
ス
の
線
維
芽
細
胞
の
細

（
５
）

胞
株
で
あ
る
Ｌ
株
（Sanford et al, 1948

）
と
ヒ
ト
子
宮
腫
瘍
由

コ
ロ
ナ
社
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3

来
細
胞
、
Ｈ
ｅ
Ｌ
ａ
細
胞
（Scherer et al., 1953

）
を
用
い
た
。
イ
ー
グ
ル
は
、
一
三
種
の
ア
ミ
ノ
酸
、
グ
ル
タ

ミ
ン
と
八
種
の
ビ
タ
ミ
ン
、
六
種
の
塩
類
、
少
量
の
透
析
し
た
血
清
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
、
合
計
で
二
九
種
の
因
子
が

細
胞
の
成
長
に
必
要
で
あ
る
と
示
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
血
清
タ
ン
パ
ク
質
要
求
性
は
、
ポ

（
６
）

リ
ペ
プ
チ
ド
ホ
ル
モ
ン

の
添
加
で
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（H

ayashi and Sato, 1976

）。
培
地
含
有
物
の
数
を
減
ら
そ
う
と

す
る
他
の
試
み
は
、
ハ
ム
と
共
同
研
究
者
等
に
よ
っ
て
、
記
載
さ
れ
て
い
る
（H

am
, 1965, H

am
ilton and H

am
, 

1977

）。

　

培
養
細
胞
に
関
す
る
現
代
的
な
研
究
で
は
、
培
養
細
胞
の
最
小
の
栄
養
要
求
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
よ
う
な
研
究
は
通
常
、
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
哺
乳
類
の
細
胞
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
に
最
適
な
培
地
組
成
に
つ
い
て
は
研

究
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
組
成
は
、
イ
ー
グ
ル
培
地
に
ダ
ル
ベ
ッ
コ
と
ヴ
ォ
ー
ト
が
改
良
を
加
え
た
組
成
に
基

づ
い
て
お
り
、
市
販
も
さ
れ
て
い
る
。

培
養
細
胞
の
利
用

１
　
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
の
研
究

　

こ
の
目
的
の
た
め
の
研
究
は
、
ラ

（
７
）

ウ
ス
肉
腫
ウ
イ
ル
ス （Tem

in and Rubin, 1958

） 

、
Ｓ
Ｖ
４
０
（Todaro 

コ
ロ
ナ
社
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and G
reen, 1964,

）、
ポ

（
８
）

リ
オ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（M

acpherson and M
ontagnier, 1964

）、
お
よ
び
ア

（
９
）

デ
ノ
ウ

イ
ル
ス
（Freem

an et al., 1967

）
に
関
し
て
行
わ
れ
た
。

２
　
ポ
リ
オ
脊
髄
炎
ウ
イ
ル
ス
の
免
疫

　

培
養
細
胞
が
、
ポ
リ
オ
脊
髄
炎
ウ
イ
ル
ス
を
増
殖
さ
せ
る
の
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
重
要
な
発
見

は
、
ジ
ョ
ン
・
エ
ン
ダ
ー
ス
と
彼
の
共
同
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
ポ
リ
オ
脊
髄
炎
ウ
イ
ル

ス
が
試
験
管
内
で
培
養
さ
れ
た
神
経
以
外
の
細
胞
（
人
の
胎
児
皮
膚
や
筋
肉
な
ど
）
の
中
で
も
増
殖
で
き
る
こ
と

を
見
出
し
た
。

　

彼
ら
は
、
培
養
系
で
増
殖
さ
せ
た
ポ
リ
オ
脊
髄
炎
ウ
イ
ル
ス
の
毒
性
が
、
マ
ウ
ス
の
脳
へ
の
播
種
で
検
証
す
る

と
、
一
〇
万
倍
か
ら
一
〇
〇
万
倍
の
範
囲
に
ま
で
劇
的
に
減
少
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
（Elders et al., 1949

）。

こ
れ
ら
の
発
見
に
よ
り
、
安

（
１
０
）

全
で
効
果
的
な
免
疫
法
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
現
在
に
至
る
ま

で
、
用
い
ら
れ
続
け
て
い
る
。

３
　
細
胞
移
動
の
研
究

　

３
Ｔ
３
細
胞
の
移
動
の
研
究
が
、
細
胞
の
貪
食
の
軌
跡
と
、
ア

（
１
１
）ク

チ
ン
あ
る
い
は
チ
ュ
ブ
リ
ン
を
含
む
線
維
の

配
向
と
比
較
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
た
。
チ
ュ
ブ
リ
ン
を
含
む
要
素
は
、
細
胞
が
移
動
す
る
方
向
と
平
行
に
配
向
し

て
い
た
（Albrecht-Buehler, 1977

）。

４
　
分
化
細
胞
の
性
質
に
関
す
る
研
究

コ
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ナ
社



1　細胞培養の黎明期

5

　

マ
（
１
２
）ウ

ス
の
脂
肪
前
駆
細
胞
で
あ
る
３
Ｔ
３
‐
Ｌ
１
の
発
見
は
一
つ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
細
胞
は
、
培
養
系
で
無

限
に
増
殖
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
成
長
を
止
め
ら
れ
る
と
、
脂
肪
細
胞
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
（G

reen and 

Kehinde, 1974; G
reen and M

euth, 1974

） （
図
１
）。
こ
の
細
胞
株
の
論
文
は
、
七

（
１
３
）

万
九
〇
〇
〇
回
も
引
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
と
類
似
し
た
他
の
細
胞
株
は
、
現
在
で
も
、
脂
肪
細
胞
の
分
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
の
研
究
に

世
界
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

５
　
ジ

（
１
４
）

ェ
ン
バ
ン
ク
の
デ
ー
タ
の
検
証

　

終
（
１
５
）

末
分
化
し
た
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
の
架
橋
化
さ
れ
た
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
の
前
駆
体
で
あ
る
イ

（
１
６
）ン

ボ
ル
ク
リ
ン
の
ア

ミ
ノ
酸
配
列
を
コ
ー
ド
し
て
い
る
遺
伝
子
は
、
最
近
ま
で
、
胎
盤
哺
乳
類
以
外
の
種
で
は
検
出
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
ジ
ェ
ン
バ
ン
ク
の
デ
ー
タ
か
ら
、
イ
ン
ボ
ル
ク
リ
ン
遺
伝
子
が
、
有
袋
類
や
鳥
類
な
ど
進
化
系
統
樹
的
に
離

れ
た
種
に
も
同
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
結
論
は
、
実
験
的
に
検
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ニ
ワ
ト
リ
（G

allus

）
の
表
皮

の
組
織
切
片
を
作
り
、
ニ
ワ
ト
リ
の
イ
ン
ボ
ル
ク
リ
ン
遺
伝
子
が
コ
ー
ド
し
て
い
る
ペ
プ
チ
ド
配
列
に
対
す
る
抗

体
を
使
っ
て
、
染
色
し
た
。
結
果
は
、
表
皮
の
角
化
層
が
強
く
染
色
さ
れ
て
い
た
（
図
２
）。

６
　
ヒ
ト
遺
伝
子
の
染
色
体
へ
の
割
当
て
に
関
す
る
研
究
。

　

ヒ
ト
と
マ
ウ
ス
の
染
色
体
を
と
も
に
含
む
体
細
胞
の
ハ

（
１
７
）イ

ブ
リ
ッ
ド
（
交
雑
体
）
は
、
選
択
的
に
ヒ
ト
染
色
体

を
排
除
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
ヒ
ト
遺
伝
子
の
発
現
と
特
定
の
染
色
体
の
存
在
に
関
連
付

コ
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ナ
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